
生ごみ堆肥化による地域内循環の仕組みづくり

① 各地域での取り組み事例

■ 福井県越前市（旧武生市）

「生ごみ資源化モデル事業」

【概 要】

地区内のおよそ５０世帯規模による会員による生ごみ堆肥化事業であり、

大型生ごみ処理機を設置し、生産された堆肥を会員用のふれあい健康農園

で利用する地域内循環のしくみである。

■ 滋賀県甲賀市（旧水口町）

「生ごみ循環システム」

【概 要】

ごみステーション当たり１０軒が堆肥化を行えば参加可能な仕組みによ

り蓋ができる取手付バケツの中で、種堆肥により生ごみをサンドイッチし

ながら、家庭で堆肥化（一次処理）を行い、週に２回ステーション収集し、

生ごみ堆肥化施設で４０日間発効（二次処理）する地域内循環の仕組みで

ある。

■ 静岡県富士市

「地域内生ごみ処理モデル事業」

【概 要】

５０～２００世帯規模で公会堂等に設置された業務用生ごみ処理機を活

用し、生産された堆肥については契約農家での引き取り（別ルートで成分

分析も行う。）、利用してもらうことによる地域内循環の仕組みである（現

在１０地区で実施）。

なお、生ごみ処理機のリース料、電気代は市の負担としている。

■ 長野県伊那市

「生ごみ減量化等モデル事業」

【概 要】

地区内のおよそ５０世帯規模で、管理運営を行うなどの要件を満たした

地区に大型生ごみ処理機を貸与（３年間）し、生ごみ処理機使用中に発生

する経費についても市が支援する。

資料２
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■福井県越前市（旧武生市）

[生ごみ資源化モデル事業 「エコ大虫町生ごみリサイクルの会」]

【モデル事業】

Ｈ１７ 参加世帯：大虫町 ５０世帯

大型生ごみ資源化処理装置

【実践】

H１８ 参加世帯：蓑脇町３８戸 → 目標：味真野地区 ３００戸

市民の持ち寄り 「有機の里くらたに」 会員用ふれあい健康農園

◎１６年度活動実績

年度 投入量

（kg）

投入回数

（日）

投入者数

（人）

一回あたり

投 入 者 数

（人）

一人あ

たり

投入量

（kg）

取出量

（kg）

取出回数 資 源 化

率

（％）

１６

年度

10,824 216 3,151 14.6 3.4 1,613 54 14.9

収集 処理 活用・流通

収集 処理 活用・流通

13,013kg

市民持ち寄り
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■滋賀県甲賀市（旧水口町）

[生ごみ循環システム]

１ 事業の概要

・参加用件

ごみステーションあたり１０件が堆肥化を行えば参加可能。代表者の申し出により

役場が説明。

・家庭で用意するもの

     取手付バケツ（１家庭に週１袋（８ℓ）配布される種堆肥を使用し生ごみをサンドイッ

チ上に入れる。）

・生ごみの出し方

    ステーションに１３０ℓの集団回収容器を設置してあり、随時投入が可能。回収は

週２回。各家庭は、ステーションに置かれた種堆肥を週１回持ち帰り、再度堆肥作

りに利用する。

・堆肥の活用

現在、参加件数が増加しており、製造した堆肥はすべて種堆肥として利用してい

る状況。参加家庭が増加中のため、草、剪定枝、牛糞を加えて増量している。

生ごみ分別容器

フタ付バケツ

種堆肥

水分吸収

発酵促進

出来た堆肥はすべて、種堆肥として利用している。

収集・一次処理 二次処理 流通・活用

水口テクノリサイクルセンター

収集（週２回）《約４０日間発酵》

集積場所：地域のごみ集積所（３００箇所）

（専用回収容器設置）
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■静岡県富士市

[地域内生ごみ処理モデル事業]

１ 事業の概要

平成 16 年度当初は、神戸地区（農業地域）・千寿町（市街地）という性格の異なる

２地区において家庭から排出された生ごみを分別し、公会堂等に設置された業務用生ご

み処理機（バイオ式、日処理量約５０ｋｇ）で資源化処理を行っている。

現在 10 地区で実施している。（世帯数５０件～２００件）

※ モデル事業の流れ

希望者へ配布

（設置された生ごみ処理機の様子）

２ 事業実績 （2 地区）

（１）神戸地区

運営主体 世帯数 生ごみ投入量 一次処理物

（堆肥）

備 考

神戸地区生ごみ

再利用運営委員会 127 件 5,052 ㎏ 1,002 ㎏

堆肥は土壌改良剤や

堆肥の原料として地域

で利用。

※処理機の能力（約 70 世帯）を超えたため、機械への影響が懸念されたが、良好な状態である。

（２）千寿町

運営主体 世帯数 生ごみ投入量 一次処理物

（堆肥）

備 考

千寿マンション

３棟の町内会 ― 931 ㎏ 87.5 ㎏

町内の農家へ運搬し、

堆肥化（メーカーとの契

約）

※居住者に外国人も多く生活文化の違いから分別を心配したが、投入量は少ないものの、非常

に良い状態である。

※ 市で負担（１台当たり）

処理機等設置経費（月）リース料 4～6万円

電気代・謝礼(月) 2.5～3万円

家庭 業務用生ごみ処理機 一次処理物

生ごみ資源化サポーター

契約農家で引き取り

成分分析

4



■長野県伊那市

[生ごみ減量化等モデル事業]

１ 事業概要

一般家庭から排出される生ごみの減量化及び堆肥化を推進するため、地区を単位

として生ごみ処理機を貸与し、排出される堆肥を地区内で有効利用してもらうため

のモデル地区を募集する。

収 集 処 理 活用・流通 循環へ

大型生ごみ処理機 地域の花壇 作物

貸し出し

市

２ モデル地区の指定の要件

（１）地区の規模及び優先基準

・地区内の５０世帯程度に組織された団体

・地区は処理機の設置場所、管理、運営を行う

・ごみ減量を目的としており、可燃ごみに占める生ごみの割合の多い地区を優先

（２）発生する費用及び貸与期間

・生ごみ処理機の使用中に発生する費用は（管理費・電気代など）は地区負担（た

だし、１０万円を限度に補助金を交付。年度末に実績報告書とともに申請する

と次年度に交付）とし、貸与期間は３年

３ 処理機

電動のバイオ方式

堆肥の有効利用

地域の花壇や農

家の畑
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②取り組み事例まとめ

⇒他市の先進事例から以下の３パターンに類型

Ⅰ．小規模の循環

＜仮定義＞

１）各家庭で取り組める。

＜事例＞

１）滋賀県甲賀市（旧水口町）１次処理 【生ごみ循環システム】・・・・・・・・・・P．３

２）徳島県上勝町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第１回検討会で紹介

Ⅱ．中規模の循環

＜仮定義＞

１）地区単位（単位自治会等）で取り組める。

２）堆肥化処理設備を備えている。

＜事例＞

１）福井県越前市（旧武生市） 【生ごみ資源化モデル事業】・・・・・・・・・・・・・・P．２

２）静岡県富士市 【地域内生ごみ処理モデル事業】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．４

３）長野県伊那市 【生ごみ減量化等モデル事業】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．５

Ⅲ．大規模な循環

＜仮定義＞

１）ステーション収集をしている。

２）堆肥化処理施設を備えている。

＜事例＞

１）滋賀県甲賀市（旧水口町）２次処理 【生ごみ循環システム】・・・・・・・・・・・・P．３

２）山形県長井市 【レインボープラン】・・・・・・・・・・・・・・・・・第１回検討会で紹介
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③小田原市のモデル事業の枠組み （事務局試案）

※ ○印・・・・・・モデル事業実施が可能そうなレベル。

○ １．農村地域モデル事業（案）：各家庭で取り組める堆肥化が行えるイメージ。

各種堆肥化手法 家庭菜園等で利用

○ ２．郊外住宅地域モデル事業（案）：中心市街地ではない、住宅密集地域である程度ま

とまった単位で堆肥化が行えるイメージ。

大型生ごみ処理機 農家等で利用

３．中心市街地モデル事業（案） ：駅前などの商店街・ビル街でステーシ

ン収集して堆肥化するイメージ。

⇔ コスト・規模が大規模になる。

堆肥化センター 農家等で利用

流通・活用収集・処理

収集 処理 流通・活用

収集 処理 流通・活用
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（具体的な課題と対応策の有無）

主な類型ごとの課題 対応方策等 モデル事業実施細目案
■普及について

①家庭での知識がない。
②家庭での堆肥化を行ってい

る世帯が少ない。

③現在の生ごみの処理にかか

る費用が理解されていない。

■家庭での実践について

①住宅事情や衛生面などの不

安から取り組めない市民が多

い。

■出来た堆肥の活用について

①出来た堆肥の活用

※別紙参考資料

「堆肥化による課題整理（家

庭）」参照

対象地区：

設備：家庭用生ごみ処理機

行政貸与又は補助

設置場所： 各家庭

管理： 個人

運営： 個人

費用：個人購入（補助あり）

流通：遊休農地の確保（行政）

又は農家と契約

■普及について

①有効活用できる生ごみが分

からない。

②生ごみ堆肥化の意義が理解

されていない。

③各家庭で取り組めない人が

いる。

④生ごみ堆肥化の協力者

■分別について

①生ごみのストック方法

②異物の混入

③生ごみの分別協力

■実施主体について

①誰が管理するのか

■モデル事業の実施について

①モデル事業の規模

■出来た堆肥の活用について

①出来た堆肥の活用

対象地区：

設備：大型生ごみ処理機

行政貸与

設置場所：

管理：

運営：

費用：行政からの支援

流通：遊休農地の確保（行政）

又は農家と契約

■収集方法について

①ステーション収集

■設置費用について

■設置場所について

①維持管理費

②誰が管理するのか

■出来た堆肥の活用について

①出来た堆肥の活用

※別紙参考資料

「堆肥化による課題整理（地

域）」参照

対象地区：

施設：堆肥化施設

設置場所：

管理：

運営：

※来年度のモデル事業は難し

いと思われる。
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